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ブナ林への影響予測



ブナ林の実際の分布と各気候条件における生育地の予測



自然林における温暖化影響の予測と適応策
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種の分布予測モデルと気候変化シナリオ

将来の生育域 現在の分布域

脆弱な種と地域の特定

持続的生育域（逃避地）の特定

モニタリングによる変化の検出

科学的な保全法の提言

移動経路の確保（緑の回廊）、生態系保護区の変更、天然更新の補助



太平洋側低山の脆弱なブナ林 （冬季の筑波山､標高800m）



影響予測から影響検出と適応策へ

• モニタリングの実行
• 保全基本計画の策定
• 連絡協議会による実行調整（未定）
• 保全策の実行

筑波山ブナ保全委員会

茨城県環境政策課



白神山地世界遺産地域のブナ林分布確率の将来予測

1kmメッシュ（3次）の解析結果

（適域）



平成22年度第2回白神山地世界遺産地域科学委員会

委員：
 

各分野専門家8名
事務局：

 
環境省東北地方事務所、林野庁東北森林管理局、青森

 県自然保護課、秋田県自然保護課



連絡協議会 科学委員会

環境省東北地方事務所
林野庁東北森林管理局
青森県自然保護課
秋田県自然保護課
関連民間組織

保全管理計画
計画の実行

自然のモニタリング

白神山地世界遺産地域の保全管理実行体制
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